
■
は
じ
め
に

金
融
商
品
取
引
法
に
基
づ
く
財
務
報
告
に
係
る
内

部
統
制
報
告
制
度
が
今
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
。

多
く
の
会
社
で
は
内
部
統
制
評
価
の
準
備
作
業
が
社

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
四
月

か
ら
は
内
部
統
制
評
価
の
体
制
を
構
築
し
て
運
用
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
内
部
統
制
評
価
の

体
制
構
築
の
留
意
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
内
部
統
制
の
評
価
報
告
に
つ
い
て

内
部
統
制
報
告
制
度
に
お
け
る
最
終
成
果
物
は
、

経
営
者
に
よ
る
内
部
統
制
報
告
書
お
よ
び
監
査
人
に

よ
る
内
部
統
制
監
査
報
告
書
と
な
る
。
内
部
統
制
報

告
書
に
は
代
表
者
の
役
職
・
氏
名
の
ほ
か
、
最
高
財
務

責
任
者
を
定
め
て
い
る
場
合
は
最
高
財
務
責
任
者
の
役

職
・
氏
名
を
記
載
し
、
内
部
統
制
の
評
価
範
囲
、
評
価

手
続
や
評
価
結
果
等
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
る
。
監
査

人
は
、
独
立
の
立
場
か
ら
内
部
統
制
報
告
書
に
対
す
る

監
査
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
検
討
に
は

内
部
統
制
の
評
価
範
囲
、
評
価
手
続
や
評
価
結
果
に
つ

い
て
の
内
部
統
制
報
告
書
の
記
載
も
含
ん
で
い
る
。

■
内
部
統
制
評
価
の
社
内
体
制
に
つ
い
て

内
部
統
制
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経

営
者
が
自
ら
全
て
の
評
価
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
評
価
作
業
を
実

施
さ
せ
、
評
価
結
果
を
入
手
し
、
そ
の
内
容
を
社
内

で
検
討
し
て
社
外
に
報
告
す
る
か
を
決
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の

評
価
お
よ
び
監
査
に
関
す
る
実
施
基
準（
以
下
、
内
部

統
制
評
価
の
実
施
基
準
）に
お
け
る
重
要
な
欠
陥
と

な
る
全
社
的
な
内
部
統
制
の
不
備
の
例
で
も
「
取
締

役
会
ま
た
は
監
査
役
も
し
く
は
監
査
委
員
会
が
財
務

報
告
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
内
部
統
制
の
整

備
お
よ
び
運
用
を
監
督
、
監
視
、
検
証
し
て
い
な
い
」

「
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
有
効
性
を
評
価
す

る
責
任
部
署
が
明
確
で
な
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
三
月
決
算
会
社
に
お
い
て
は
、
四
月
お
よ
び
七
月

に
組
織
変
更
や
経
理
部
門
を
含
む
間
接
部
門
の
人
事

異
動
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
内
部
統
制
評
価
の

体
制
は
そ
の
際
の
一
つ
の
考
慮
点
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
内
部
統
制
評
価
の
計
画
立
案
を
考
慮
す
る
と
、

早
期
に
評
価
組
織
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
評
価
体
制
構
築
の
実
務

評
価
を
実
施
す
る
体
制
に
は
、
大
き
く
分
け
て
評

価
に
係
る
計
画
策
定
、
評
価
手
続
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作

成
、
監
査
窓
口
対
応
、
内
部
統
制
報
告
書
の
起
案
等

を
行
う
機
能
（
管
理
機
能
）
と
テ
ス
ト
・
評
価
を
行
う

機
能
（
評
価
機
能
）が
あ
る
。
ど
ち
ら
が
好
ま
し
い
か

は
各
社
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
内
部
監
査
部
門
等
を

陣
容
拡
大
し
一
つ
の
部
署
で
両
機
能
を
実
施
す
る

か
、
経
理
部
門
等
が
主
に
管
理
機
能
を
実
施
し
自
ら

評
価
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
評
価
機
能
を
単
独

ま
た
は
複
数
の
他
部
門
で
実
施
す
る
か
な
ど
が
検
討

さ
れ
る
。
評
価
に
お
い
て
は
、
独
立
性
の
確
保
の
他

に
、
I
T
、
会
計
、
内
部
統
制
の
整
備
・
評
価
に
つ
い

て
の
専
門
性
が
必
要
で
あ
り
、
適
切
な
評
価
体
制
の

検
討
の
際
は
そ
れ
ら
専
門
性
を
満
た
せ
る
よ
う
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
連
結
グ
ル
ー
プ
ベ
ー
ス
で
の
評
価

内
部
統
制
報
告
制
度
の
も
と
で
は
、
連
結
ベ
ー
ス

で
の
内
部
統
制
の
評
価
・
報
告
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
組
織
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
範

囲
は
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
も
対

象
と
な
る
。
前
述
の
専
門
性
を
持
っ
た
評
価
体
制
を

連
結
グ
ル
ー
プ
と
し
て
充
足
す
る
こ
と
は
、
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
課
題
で
あ
る
。

各
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け
る
内
部
監
査
体
制
に
つ

い
て
、
現
実
的
に
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
と
し
て
は
以

下
が
主
に
あ
げ
ら
れ
る
。
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●
親
会
社
の
評
価
部
門
が
グ
ル
ー
プ
全
体
を
対
象
と

し
て
担
当
す
る
。

●
一
定
以
上
の
組
織
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
に
は

評
価
部
門
を
置
き
、
そ
れ
以
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社

は
親
会
社
か
、
統
括
的
な
事
業
拠
点
の
評
価
部
門

が
担
当
す
る
。

●
自
社
グ
ル
ー
プ
内
で
対
応
可
能
な
部
分
は
自
社
で

担
当
し
、
そ
れ
以
外
は
外
部
会
計
事
務
所
等
に
委

託
す
る
。

●
評
価
部
門
が
直
接
に
担
当
で
き
な
い
拠
点
に
つ
い
て

は
、
評
価
部
門
で
独
立
的
評
価
の
企
画
・
レ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
評
価
自
体
は
独
立
性
に
配
慮
し
た
上
で
各
拠

点
の
既
設
部
門
や
特
定
担
当
者
に
委
託
す
る
。

各
選
択
肢
に
利
点
や
欠
点
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ

ら
の
選
択
は
、
各
会
社
の
リ
ス
ク
、
評
価
対
象
事
業

拠
点
数
、
多
国
籍
化
の
状
況
、
各
グ
ル
ー
プ
会
社
の

規
模
、
コ
ス
ト
負
担
等
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

■
自
己
点
検
の
活
用

実
施
基
準
で
は
、
日
常
業
務
を
遂
行
す
る
者
・
業
務

執
行
部
署
自
身
に
よ
る
内
部
統
制
の
自
己
点
検
は
、
内

部
統
制
の
整
備
・
運
用
状
況
の
改
善
に
は
有
効
で
あ
る

が
、
そ
れ
の
み
で
は
、
独
立
的
評
価
と
し
て
は
認
め
ら
れ

な
い
と
し
て
い
る
。
自
己
点
検
に
よ
る
実
施
結
果
に
対

し
て
独
立
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
独
立
的
評
価
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
内
部
統
制
の
評
価
に
お
け
る
判
断
の
基

礎
と
し
て
自
己
点
検
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
外
部
監
査
人
に
よ
る
経
営
者
の
評
価
の
利
用

内
部
統
制
監
査
に
お
け
る
経
営
者
の
評
価
の
利
用

は
、
必
ず
し
も
外
部
監
査
人
の
監
査
工
数
の
削
減
の

み
の
テ
ー
マ
で
は
な
く
、
監
査
を
受
け
る
会
社
サ
イ

ド
の
負
荷
に
も
影
響
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
例
え
ば
、

外
部
監
査
人
が
経
営
者
の
評
価
の
利
用
を
前
提
と
し

な
い
場
合
、
一
つ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
運
用
テ
ス
ト
の

際
に
内
部
監
査
人
が
二
五
件
の
テ
ス
ト
を
し
、
さ
ら

に
、
後
日
、
外
部
監
査
人
が
二
五
件
の
テ
ス
ト
を
行

う
。
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ロ
ー
ル
フ
ォ
ワ
ー

ド
手
続
の
た
め
、
期
末
日
近
く
に
追
加
的
に
テ
ス
ト

を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
監
査
を
受
け
る
側
に

と
っ
て
は
、
内
部
監
査
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
外
部
監

査
が
始
ま
っ
た
と
重
複
感
を
感
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

外
部
監
査
人
に
経
営
者
の
評
価
結
果
の
利
用
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
向
が
会
社
に
あ
る
場
合

は
、
経
営
者
評
価
の
手
続
、
実
施
方
法
や
評
価
体
制

等
に
つ
い
て
、
外
部
監
査
人
の
意
向
も
踏
ま
え
て
十

分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
評
価
組
織
へ
の
支
援
の
重
要
性

内
部
統
制
の
評
価
は
、
多
く
の
会
社
に
お
い
て
は

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
評
価
の
準
備
が
十
分
に
終

わ
っ
て
い
な
い
、
現
業
部
門
が
多
忙
で
協
力
が
得
に
く

い
、
内
部
統
制
の
不
備
が
あ
っ
た
部
門
・
グ
ル
ー
プ
会

社
の
反
論
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
考
え
ら
れ
る
。

経
営
者
・
C
F
O
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
強
い
推
進
力
の
あ
る
評
価
組
織
を
形
成
し
、
継

続
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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助
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て
、�

評
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を
行
う
も
の
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指
定�
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評価の方法・手続を十分理解し、�
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●実施基準による評価体制


